
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 二次下請

事故区分 墜落・転落 性別 男性 年齢 43 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 1日

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

公 共 工 事 等 事 故 情 報

高所作業については、原則、作業床を設け行うこととし、やむを得ず脚立を用いる場合、適切に脚立を
使用し、墜落の危険性がある場合は墜落制止用器具を使用することや、できるだけ複数人で行うこと
を再度徹底させること。

事故状況図

改善状況図

令和4年　6月18日（土曜日）　11時37分

負傷

エレベーターシャフト内の床から２mの脚立上で、受注者の二次下請けとび工が開口養生準備作業を
行っていたところ、バランスを崩して床面に転落し、右腰を強打し負傷事故が発生。

狭い場所で階高もあるため、脚立を利用して開口養生を準備する際に二人作業にて脚立を片方が持
つ等の対策が必要であったが、この作業で一度も事故を起こしておらず一人で大丈夫との過信があっ
た。
当日の作業内容を詳細に確認したところ2ｍを超えており転落防止措置を講じる必要があった。
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